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国
警
園
一
●
ｇ
甸
昌
①
尾
は
共
の
著
己
胃
唱
ｏ
鵠
号
二
言
言
胃
昔
目
冨
（
ら
腸
．
塚
冒
一
巴
》
ね
、
忠
．
に
於
て
曰
く
「
蒋
剛
と
填
幽
と
の

間
に
は
欧
州
的
弧
幽
と
し
て
は
何
等
術
突
は
無
か
っ
た
玲
對
外
政
莱
の
分
野
で
は
殆
ん
ど
垂
く
利
害
を
共
通
に
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
渦

逸
的
眼
幽
と
し
て
こ
そ
初
め
て
彼
等
は
術
突
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
ま
こ
と
に
か
の
う
レ
デ
リ
ッ
ク
大
王
以

來
細
交
と
し
て
綾
い
て
來
た
杵
塊
朋
國
間
の
珊
椛
争
奪
、
所
謂
杵
填
二
亜
主
義
即
ち
ロ
ー
昌
印
言
三
ｍ
な
る
も
の
は
、
此
の
雨
剛
が
澗
逃

民
族
と
云
ふ
共
通
の
要
素
に
依
っ
て
相
互
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
居
る
が
故
に
こ
そ
、
其
の
手
ひ
も
亦
深
刻
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ

て
此
の
久
し
き
に
及
ぷ
こ
亜
主
義
も
一
八
六
六
年
の
杵
塊
戦
役
の
結
果
と
し
て
塊
剛
が
獅
逸
聯
邦
か
ら
手
を
引
い
た
事
に
依
っ
て
解

決
さ
れ
て
了
っ
た
と
通
常
謂
は
れ
て
居
る
。
な
る
程
歴
史
の
表
面
に
現
は
れ
た
魏
狂
を
辿
る
な
ら
ば
、
此
の
後
一
八
七
○
’
七
一

年
に
杵
國
が
佛
を
破
っ
て
猫
逸
帝
閏
建
設
の
業
を
成
す
に
方
っ
て
喚
馴
は
中
立
を
守
り
、
共
の
後
史
に
澗
塊
雨
間
の
關
係
は
続
盈
好

艸
し
て
一
八
七
九
年
の
澗
填
川
盟
の
締
結
と
な
り
、
之
に
伊
寺
加
へ
て
三
國
同
盟
を
結
成
し
、
後
年
伊
図
が
離
反
す
る
に
及
ん
で
狐

ピ
ス
マ
ル
ク
と
填
御
閣
内
の
獅
逸
族
五
一

ピ
ス
マ
ル
ク
と
澳
匂
國
内
の
猫
逸
族

一
二
重
主
義
後
日

一
二
亜
主
義
後
、
二
獅
塊
刷
肌
由
来
三
稲
迦
族
の
表
勢
四
ピ
ス
マ
ル
ク
の
退
職

小

林

柴

三

郎



ピ
ス
マ
ル
ク
と
塊
甸
叫
内
の
獅
趣
族
五
二

喚
の
親
善
は
死
活
〃
共
に
す
る
の
域
に
逵
し
て
遂
に
大
戦
の
破
励
に
立
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
雨
凹
は
一
八
六
六
年
．
殊
に
一
八

七
一
年
以
來
ひ
た
向
き
に
親
善
の
一
路
を
進
ん
だ
様
に
兄
え
る
。
然
し
乍
ら
更
に
深
く
考
察
す
る
畔
に
吾
人
は
少
く
と
も
ピ
ス
マ
ル

ク
時
代
を
通
じ
て
，
又
カ
イ
ゼ
ル
時
代
初
期
に
於
て
す
ら
も
、
雨
阿
が
陽
に
親
善
を
結
ん
で
陰
に
は
執
れ
も
猜
疑
の
念
を
依
然
と
し

て
減
し
、
就
中
塊
旬
図
内
に
礎
っ
て
珊
逸
帝
剛
結
成
に
膝
外
さ
れ
た
凋
迎
族
を
続
っ
て
、
澗
逸
帝
倒
政
府
と
カ
ト
リ
ッ
ク
的
南
澗
諸

邦
と
填
甸
國
政
府
と
の
川
に
微
妙
な
る
關
係
が
砿
成
さ
れ
て
居
る
Ｐ
ぞ
見
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
關
係
ば
か
の
褥
來
の
二
重
主
義
と

は
趣
を
異
に
す
る
新
た
な
附
係
で
あ
り
、
叉
齊
來
の
そ
れ
の
如
く
歴
史
の
表
面
を
彩
る
様
な
派
手
左
潮
流
で
は
無
か
っ
た
が
，
し
か

も
齊
來
の
も
の
Ｌ
菱
形
で
あ
り
、
古
き
一
重
主
義
と
共
の
本
礎
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
關
係
を
深
く
特
鐸
す
る
事
無

く
し
て
は
大
戦
前
史
の
主
流
の
一
を
成
す
澗
塊
關
係
史
を
嵐
に
了
解
す
る
泰
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
ひ
度
い
。
か
く
の
如
く
釜
澗
逸

民
族
を
結
ぶ
國
民
主
義
的
産
俸
統
的
感
蹄
逓
經
と
し
、
猫
喚
剛
國
の
商
等
政
策
を
緯
と
す
る
此
の
一
八
六
六
年
以
向
の
獅
塊
（
嚴
籍
の

に
言
匡
八
六
六
’
七
一
年
州
蕊
剛
塊
易
關
係
を
ぱ
、
弦
に
私
は
沓
二
重
主
義
の
名
孵
に
倣
っ
て
、
暇
，
に
男
。
言
寧
冒
冒

と
も
呼
び
度
い
と
思
ふ
。
か
上
る
名
稚
は
未
だ
文
献
に
見
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
適
否
に
就
い
て
は
切
に
大
方
の
御
叱
正
を
待

つ
次
第
で
あ
る
。
敢
て
囲
い
匡
昌
房
冒
こ
い
と
呼
ば
な
い
の
は
そ
れ
が
古
き
諜
喚
關
係
で
は
無
く
諺
新
た
な
る
澗
逸
帝
凹
（
一
八
七
一

年
前
で
は
北
猫
逸
聯
邦
）
と
，
こ
れ
叉
新
生
の
喚
甸
二
元
図
と
の
關
係
で
あ
り
、
叉
一
つ
に
は
表
面
的
と
は
云
へ
兎
に
角
剛
倒
の
開

係
が
以
前
に
比
し
て
友
好
の
度
の
弧
い
調
か
ら
、
齊
來
の
そ
れ
と
は
棺
鍾
愛
せ
ろ
を
恩
ふ
か
ら
で
あ
る
。

而
し
一
」
か
上
る
關
係
が
此
の
時
代
を
通
し
て
の
肱
州
閏
際
關
係
史
、
否
批
界
史
全
般
の
動
き
に
對
し
て
如
何
な
る
位
世
に
立
つ

か
、
後
者
が
前
者
に
、
叉
前
者
が
後
者
に
如
何
ｒ
影
響
し
た
か
を
老
へ
る
事
は
妓
近
帷
史
上
の
重
要
に
し
て
興
味
あ
る
主
題
の
一
た
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ホ
ォ
ェ
ン
ロ
ォ
ェ
の
か
上
る
籾
塊
的
な
言
諭
は
一
八
六
六
年
に
填
剛
が
一
敗
地
に
塗
れ
て
猫
逵
聯
邦
か
ら
除
外
さ
れ
た
後
も
術
ほ

一
般
銅
ハ
ヴ
ァ
リ
ァ
人
剛
に
往
年
の
大
猫
逸
主
義
的
側
向
の
弧
く
残
っ
て
鵬
る
堺
を
反
映
せ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
時
に

叉
？
塊
帝
フ
ラ
ン
ッ
・
ヨ
ォ
ゼ
フ
ー
仙
の
妊
后
及
び
妃
が
季
ハ
ヴ
ァ
リ
ァ
王
室
の
出
で
あ
る
と
云
ふ
王
室
的
姻
戚
關
係
と
も
深
き
祁
開

あ
る
邪
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
じ
し
か
も
か
上
る
親
塊
的
な
鉱
分
は
枇
時
に
あ
っ
て
は
バ
ヴ
ア
リ
ア
以
外
の
南
獅
所
邦
に
も
肌
く
ｂ

又
ホ
オ
｝
う
ほ
オ
ェ
の
如
き
猫
填
提
挑
論
荏
咄
ふ
る
券
も
一
二
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
五
月
十
八
日
伯
林

に
終
け
る
害
与
冒
．
言
〕
局
員
で
↑
ハ
ヴ
ァ
リ
ア
図
民
自
由
蹴
貝
き
め
①
言
ご
昌
汽
は
、
先
に
同
議
會
で
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ゞ
へ
ル
ク
大
厄
電
。
一
目
言

が
燗
れ
た
猫
喚
關
係
論
に
言
及
し
て
や
填
幽
内
の
獅
逸
族
は
獅
迎
が
塊
を
除
外
し
て
誰
岡
な
統
一
を
結
成
す
る
事
に
曲
っ
て
槙
害
を

蒙
る
も
の
で
は
無
く
、
寧
ろ
利
す
。
も
の
で
あ
る
（
聴
衆
冒
一
ぐ
Ｃ
一
爵
言
旨
冒
嘔
と
叫
ぶ
）
‐
蓋
し
彼
等
は
そ
れ
に
依
っ
て
危
念

の
際
の
避
難
所
を
保
障
一
こ
れ
る
課
で
あ
る
か
ら
と
論
じ
Ｐ
３
冒
胃
ｍ
国
．
男
。
。
、
從
っ
て
塊
幽
内
猫
逸
族
間
題
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
と

な
し
て
ゐ
る
。
註
三
ヅ
ュ
ル
｜
ア
ン
ペ
ル
ク
で
も
丙
皇
旨
昌
曾
．
は
尋
ハ
ヴ
ァ
リ
ァ
の
杵
佛
戦
役
参
加
の
決
定
し
た
後
で
あ
る
一
八
七

○
年
七
月
二
十
一
日
に
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
下
院
で
の
演
舵
に
て
、
元
來
填
図
が
参
戦
し
て
こ
そ
初
め
て
此
の
戦
争
は
減
に
凹

民
的
使
命
有
る
も
の
と
な
り
得
る
斤
を
述
べ
た
。
誰
四
更
に
ヘ
ッ
セ
ン
に
於
一
Ｌ
は
一
八
七
○
年
十
一
月
十
五
日
締
結
さ
れ
た
ヘ
ッ

セ
ン
の
北
猫
逸
聯
邦
参
加
に
開
す
る
條
約
の
討
議
に
方
っ
て
、
房
児
曽
は
同
士
一
月
一
千
冊
の
波
説
中
に
て
露
凹
か
難
海
中
立
惟

居
る
。
識
二

ピ
ス
マ
ル
ク
と
埋
甸
閥
内
の
猫
逸
族
托
凹

・
へ
、
塊
凹
を
呼
ん
で
杵
及
び
附
柵
の
自
然
的
Ⅲ
照
剛
と
な
し
卜
此
の
同
脱
こ
》
て
欧
州
平
和
に
武
献
す
る
所
以
の
も
の
で
あ
っ
て
、
殊

に
測
辿
の
統
一
が
成
っ
て
南
北
分
裂
の
愛
ひ
の
減
ず
る
に
及
ん
で
は
か
上
る
同
盟
に
何
の
危
険
も
件
ふ
も
の
で
は
無
い
と
弧
洲
し
て

｢



約
を
一
方
的
に
破
棄
し
た
事
に
開
す
る
東
方
問
題
の
再
燃
に
閥
し
て
述
べ
，
勝
來
禍
塊
は
提
携
し
て
東
方
問
題
の
解
決
に
當
ろ
事
の

極
め
て
望
ま
し
い
胃
を
力
諭
し
て
居
る
。
註
五
叉
、
史
家
ラ
ン
ヶ
は
一
八
七
一
・
年
九
Ｈ
一
千
七
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
王
立
學

術
協
令
”
第
十
二
回
總
會
の
僻
の
末
尾
で
、
今
や
渦
佛
戦
役
の
結
果
と
し
て
澗
填
胴
帝
凹
は
新
た
に
一
切
の
敵
對
關
係
《
と
排
除
す
る
親

密
な
る
和
五
諒
解
を
遂
げ
，
現
在
と
し
て
は
唯
一
つ
の
適
倣
な
虚
杜
た
る
聯
盟
（
の
ご
国
巨
且
）
状
態
に
入
っ
た
も
の
で
、
、
永
年
の
普

塊
抗
争
も
之
に
依
っ
て
岡
滿
に
解
決
さ
れ
た
と
喜
ん
で
居
る
。
註
六
此
の
一
フ
ン
ヶ
の
所
謂
「
聯
盟
」
云
交
の
事
哲
如
何
は
間
は
ず

彼
が
狐
填
提
携
を
望
ん
で
ゐ
た
事
だ
け
は
明
か
で
あ
ら
う
。

以
上
の
如
き
南
猫
進
講
邦
の
親
填
的
な
、
殊
に
親
猟
逸
族
的
な
氣
分
の
由
っ
て
來
る
所
以
が
近
く
は
一
八
六
一
ハ
年
の
敗
北
の
記
憶

か
ら
起
る
反
並
剛
的
傾
向
、
更
に
深
く
は
地
那
上
文
化
上
殊
に
宗
教
上
の
原
因
か
ら
來
て
居
る
事
は
，
一
八
六
七
年
北
獅
逸
聯
邦
議
會

に
於
け
る
晨
厚
二
巳
の
菰
説
及
び
一
八
七
○
年
七
月
十
九
日
閂
．
Ｚ
．
、
の
｝
）
己
の
国
こ
の
号
ｇ
ｏ
冒
冒
三
⑦
尾
に
於
け
る
浪
説
に
依
っ
て
も

に
於
け
る

覗
は
れ
ろ
。

狐
塊
同
照
に
對
す
る
呼
朧
は
か
く
の
如
く
既
に
一
八
蚕
ハ
年
肛
後
か
ら
特
に
南
澗
地
方
に
於
て
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ピ
ス
マ

ル
ク
が
獅
喚
同
盟
な
る
も
の
Ｌ
斑
現
を
老
へ
た
の
も
迩
備
目
の
Ｑ
旨
明
の
弓
目
鼻
．
尋
．
膀
段
に
基
い
て
、
同
じ
く
北
郷
塊
戦
争
の
絡

了
後
プ
ラ
ア
グ
和
約
で
彼
が
職
辛
端
し
て
皇
帝
及
び
軍
部
の
弧
硬
論
を
排
し
て
塊
の
仙
土
保
全
を
主
張
し
た
泰
に
始
ま
る
と
さ
れ
て

届
る
。
註
八
さ
て
、
斯
皐
の
一
椛
威
で
の
鼠
①
一
〕
ざ
厚
の
里
胃
一
目
ｏ
厨
の
狩
若
た
る
冨
員
胃
員
が
一
九
二
五
年
に
公
け
に
し
た

己
の
烏
。
三
富
昌
旨
園
・
の
厨
号
尾
の
〕
．
。
調
冒
音
匡
。
屈
菖
Ｉ
ご
瞳
（
国
。
吾
ら
》
ｍ
・
瞳
》
岳
．
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
は
塊
凹
内
の
澗
逃
族
が
表
へ

る
郡
に
無
關
心
で
あ
っ
た
，
と
な
し
、
澗
塊
同
盟
は
彼
に
於
て
は
単
に
閏
家
柵
の
同
叩
謄
過
ぎ
ず
、
図
民
、
王
韮
的
色
彩
は
之
を
有
せ
ざ

ビ
ス
マ
ル
ク
と
塊
旬
岡
内
の
獅
戎
族
五
五

誰
七

ノ

■
“
１
』
』
■
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1

、

公

ビ
ス
↓
、
ル
ク
と
填
甸
剛
内
の
猫
逸
族
五
六

る
も
の
で
あ
っ
た
と
記
し
て
居
る
。
な
る
程
猫
喚
何
盟
は
，
ピ
ス
マ
ル
ク
が
帝
阿
統
一
後
、
渦
逸
の
孤
立
を
防
ぎ
，
同
時
に
一
因
の

み
と
結
ん
で
其
の
図
の
走
狗
と
な
る
の
弊
を
避
け
ん
が
爲
に
、
全
欧
州
に
張
り
拡
げ
た
同
盟
綱
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
叉
．
ピ
ス
マ

ル
ク
が
塊
と
結
ぶ
一
方
で
、
塊
の
和
寒
れ
ざ
る
露
と
も
友
好
關
係
を
維
持
す
る
に
努
め
た
事
踵
は
，
註
九
レ
ン
ッ
の
意
兄
を
確
證

す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
更
に
彼
の
向
想
鋒
鋪
二
巻
第
什
九
章
に
記
せ
る
如
く
，
彼
が
塊
阿
内
猫
逸
族
の
勢
力
再
興
の
際
，
及
び

其
の
他
の
場
合
に
於
て
塊
國
の
所
訓
猫
逸
政
策
即
ち
反
杵
政
策
の
復
活
を
恐
れ
て
居
た
事
も
亦
レ
ン
ッ
の
解
樺
を
力
づ
け
る
も
の
で

あ
ら
う
心
又
前
述
の
如
き
南
凋
の
図
民
主
韮
的
な
朧
史
的
傳
統
的
な
且
つ
文
化
的
宗
教
的
な
親
喚
感
怖
は
そ
れ
が
市
猫
諦
邦
の
制
緤

主
義
即
ち
国
尾
罵
己
昌
切
目
房
と
結
び
付
い
て
術
も
す
れ
ば
反
プ
ロ
シ
ャ
的
感
怖
を
強
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
に
と
っ

て
遊
だ
好
ま
し
か
ら
ざ
る
。
否
倶
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
ピ
ス
マ
ル
ク
は
既
に
一
八
六
六
年
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
ー
、
ハ
ヴ
ァ
リ
ア
と
の
講
和
に
方
り
共
の
領
土
保
全
を
主
張
し
た
様
に
、
極
力
其
の
感
情
融
和
に
努
め
て
、
之
が
反
普

的
に
填
佛
と
結
ぶ
の
を
妨
げ
た
。
し
か
も
之
と
Ⅲ
時
に
ピ
ス
マ
ル
ク
は
塊
剛
と
親
し
む
事
に
依
っ
て
南
猫
の
親
塊
的
感
冊
に
迎
合
す

る
と
見
せ
て
其
の
資
は
機
先
を
制
し
て
之
を
牽
制
し
、
兼
ね
て
塊
佛
の
接
近
を
妨
げ
ん
と
刷
っ
た
も
の
＆
様
で
あ
る
。
こ
れ
亦
見
方

に
依
っ
て
は
慥
か
に
レ
ン
ッ
的
見
解
を
裏
抄
き
す
る
も
の
と
言
つ
て
よ
か
ら
う
。

然
し
乍
ら
同
時
に
評
人
は
蜜
に
・
ヒ
ス
一
、
ル
ク
共
の
人
に
於
て
、
姶
も
彼
が
此
の
同
盟
に
図
民
主
義
的
な
る
意
味
券
認
め
て
届
つ
た

か
の
様
な
言
行
を
見
る
の
で
あ
る
。
獅
塊
同
盟
締
結
の
直
前
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
弧
硬
な
同
盟
反
對
諭
に
對
し
て
彼
は
八
月
冊
凹

日
附
上
奏
文
に
曰
く
「
岡
家
と
し
て
城
填
幽
は
露
幽
よ
り
も
常
方
と
の
共
通
鮎
多
く
，
狐
逃
民
族
の
系
統
歴
史
的
徳
統
、
澗
逸
語
、

旬
牙
利
の
利
害
等
侍
之
を
一
不
寸
上
脛
蓉
夫
」
と
述
べ
た
事
が
阿
想
線
に
も
見
え
、
叉
同
じ
く
上
奏
文
中
に
、
塊
が
一
八
七
○
年
の
普

１
１
１

１
１
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’

ビ
ス
↓
、
ル
ク
し
」
塊
何
Ｗ
内
の
獅
迦
族
五
八

ヒ
タ
ァ
及
び
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
に
鰈
へ
て
ぃ
く
「
講
湫
に
し
て
藩
し
諸
蒋
御
蝿
の
も
の
と
異
な
る
諸
新
聞
を
御
蝿
に
な
れ
ば
恐
ら

く
そ
れ
等
の
紙
上
で
先
刻
御
承
知
下
さ
っ
た
筈
と
恩
ふ
の
で
あ
る
が
、
私
は
關
税
方
而
で
あ
れ
‘
他
の
方
面
で
あ
れ
、
兎
に
角
か
上

る
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
規
定
を
設
定
し
、
そ
れ
に
依
り
て
ヴ
イ
ン
ト
ホ
ル
メ
卜
議
員
が
、
か
の
一
八
六
六
年
の
亦
件
に
依
っ
て

切
断
せ
ら
れ
て
居
る
と
見
て
悲
し
ま
れ
た
猫
逃
的
た
諾
關
係
上
の
Ⅲ
隙
李
拒
充
さ
ん
が
爲
に
、
数
年
前
既
に
塊
鯏
に
提
言
，
悲
し
く
は

少
く
と
咄
共
の
可
能
性
に
閲
す
る
照
禽
、
を
行
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
誰
士
一
以
上
は
執
れ
も
ピ
ス
マ
ル
ク
に
於
け
る
國
民
主
義

的
な
親
塊
傾
向
の
存
在
ぞ
示
寸
も
の
と
見
て
差
支
へ
無
い
様
に
恩
は
れ
る
。

之
を
要
す
る
に
ピ
ス
マ
ル
ク
は
剛
民
主
韮
的
な
要
素
を
此
の
同
脱
の
茶
礎
と
し
て
充
分
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
他
面
此
の
要
素
が

持
つ
危
嶮
性
を
考
へ
て
、
服
に
か
Ｌ
ろ
要
素
の
存
在
を
其
の
對
喚
及
ぽ
對
内
政
策
に
利
川
す
る
に
冊
め
ん
と
努
め
た
も
の
で
あ
る
。

該
同
盟
が
サ
ク
ソ
ニ
ィ
及
び
翁
ハ
ヴ
ァ
リ
ァ
に
及
ば
す
好
影
郷
を
彼
が
犠
初
か
ら
溌
想
し
た
事
は
回
想
錐
塞
一
巻
第
廿
一
軍
に
見
え
、

一
読
に
は
叉
か
の
文
化
闘
争
の
苦
塊
を
此
の
同
棚
に
依
っ
て
緩
和
せ
ん
と
し
た
も
の
と
も
言
は
れ
て
居
る
が
、
誰
十
三
恐
ら
く
か

上
る
方
而
も
ピ
ス
マ
ル
ク
を
躯
２
Ｌ
あ
れ
程
蠅
硬
に
同
脱
諭
を
主
張
世
し
め
た
一
因
で
あ
っ
た
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
こ
れ
も
亦
彼

が
其
の
對
内
政
策
に
同
蝿
の
卿
氏
主
義
的
嬰
業
を
利
川
し
た
一
例
で
あ
り
，
史
に
一
八
七
九
年
維
納
を
訪
う
一
Ｌ
猫
塊
川
肌
締
結
交
渉

季
ぞ
な
す
や
、
沿
逝
到
る
虚
に
於
け
》
勾
塊
幽
門
澗
逸
族
の
熱
狂
的
な
漱
迎
振
り
に
對
し
て
も
彼
は
冷
淡
を
粧
う
て
列
車
の
窓
に
砿
ひ
を

下
し
一
し
塊
閲
政
府
の
誤
解
を
避
け
た
事
蝸
回
想
録
弟
二
巻
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
彼
の
川
意
や
見
る
べ
き
で
あ
る
〕

註
一
ゞ
「
・
寓
言
ご
ゞ
ご
宛
二
言
。
言
園
言
晦
二
二
鱸
畠
且
。
〕
〕
再
５
号
冒
冒
言
の
一
〕
昂
Ｓ
ｌ
吊
菖
（
国
角
言
）
あ
．
臼
》
ざ
．

註
二
屋
言
｝
）
客
．
画
ゞ
ｐ
』
亜
ざ
．



●

註註誰註註
七六五 ILI 三

○
。
固
』
、
旨
冒
竺
恥
罰
三
三
】
〕
一
昔
○
二
一
弄
（
胃
や
哩
剴
国
①
一
．
三
〕
）
》
、
函
つ
．
弓
一
三
の
】
》
湧
◆
色
．
○
。
》
、
．
。
密
◆

注
九
一
八
七
九
年
（
若
し
く
は
七
五
年
）
以
後
の
ピ
ス
マ
ル
ク
の
親
露
政
策
が
叩
不
し
て
彼
の
誠
心
か
ら
の
意
耐
で
↑
の
っ
た
か
否

か
は
，
註
八
出
Ｑ
ヘ
ッ
ケ
ル
と
註
十
七
川
の
一
フ
ハ
フ
ァ
ア
ル
間
に
有
名
な
論
戦
の
行
は
れ
た
鮎
で
あ
る
が
鼓
で
は
一
般
に
稔

補
脱
さ
れ
て
居
る
ベ
ッ
ケ
ル
に
從
っ
て
彼
の
親
露
政
策
も
誠
心
的
努
力
で
あ
っ
た
と
し
て
世
く
。

註
十
目
の
Ｑ
ｏ
器
。
国
冒
弄
》
弓
．
際
段
》
、
．
目
．

ｔ

卜

一

ゴ

，

？

．

号
っ
二
三
印
嵐
嗣
へ
畠
誤
、
．
、
、
．

誰

十

一

己

註
十
三
啓
皇
】
〕
》
豆
の
函
臼
旨
言
邑
豐
胃
葺
』
ぬ
．
饅
．

．
９
．
．
ぎ
ぎ
痔
）
里
『
・
産
畢

誰
十
二
團
冒
一
●
》
煙
．
堂
．
○
）
皿
〕
饅
．

一
八
七
一
年
以
來
‐
中
央
喋
椛
．
反
教
介
主
錐
、
渦
逸
研
擁
謹
、
反
チ
ェ
ッ
ク
等
の
政
策
を
探
っ
て
來
た
乞
島
言
の
暑
の
眉
の

ピ
ス
マ
ル
ヶ
と
填
伽
回
内
の
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て
か
ｋ
》
ｏ
政
策
を
索
癒
し
た
が
、
同
叩
謄
依
っ
て
此
の
菱
ひ
が
除
か
れ
た
か
ら
，
皇
両
ふ
の
で
あ
る
。
註
十
七
叉
オ
ン
ヶ
ン
は
一

九
二
年
一
月
渦
逸
帝
国
建
図
川
十
週
年
記
念
祭
に
方
っ
て
ケ
ル
ン
で
行
っ
た
「
新
帝
図
建
設
後
の
渦
逃
と
喚
図
（
一
八
七
一
’
一

九
二
）
」
と
題
し
た
誌
洩
で
、
「
塊
旬
剛
の
一
半
チ
ス
ラ
イ
タ
ニ
エ
ン
に
於
け
る
測
逸
族
湖
椛
の
維
了
は
獅
喚
同
盟
の
完
成
と
時
間

的
に
且
つ
原
因
的
に
一
致
す
る
」
と
な
し
、
澗
逸
帝
図
の
念
願
は
塊
甸
凹
の
存
被
の
み
に
あ
り
、
澗
填
同
盟
の
念
歩
ろ
所
も
亦
從
っ

て
渦
逸
族
の
専
制
に
非
歩
し
て
諸
民
族
の
安
協
に
あ
り
、
「
ク
ァ
フ
ェ
伯
の
名
に
依
っ
て
呼
ば
れ
た
る
，
狐
逸
族
の
覇
位
を
奪
ひ
ス

ラ
ヴ
族
の
政
治
的
同
椛
を
導
入
し
た
る
、
政
策
は
一
八
七
九
年
以
來
始
竺
」
可
能
で
あ
っ
た
。
一
八
七
一
年
に
於
て
は
雌
禁
き
れ
た

ろ
諾
民
族
政
策
な
る
も
の
が
爾
後
維
納
に
於
て
何
の
衿
も
受
け
ず
に
行
は
れ
得
た
の
は
，
今
や
猫
逸
帝
図
と
の
同
盟
に
依
っ
て
、
猫

逃
帝
図
よ
り
の
一
切
の
謎
査
の
愛
ひ
が
除
か
れ
た
と
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
論
じ
一
Ｌ
居
る
。
註
十
八
此
の
極
の
見
解
は
尚

ぼ
一
八
八
八
年
喚
の
一
ラ
イ
ヒ
ス
ラ
ァ
ト
議
員
が
朧
名
で
出
し
た
「
喚
図
の
現
在
と
近
き
將
來
」
と
題
す
マ
暴
叫
の
鋪
一
筋
第
八
章
に

引
川
さ
れ
し
塚
①
二
画
恩
旨
言
い
紙
の
論
説
ｂ
誰
十
九
及
び
史
家
モ
ル
デ
ン
挑
竹
に
も
兄
え
て
居
る
）

織
次
に
潤
塊
同
盟
を
以
て
一
部
的
脈
凶
と
な
す
も
の
に
バ
ラ
ァ
及
び
肚
余
咄
民
主
盈
韮
新
オ
ッ
ト
ォ
・
↑
〈
ウ
ェ
ル
が
あ
る
。
。
〈
ウ
ェ
ル

は
一
八
七
二
一
年
大
恐
悦
が
自
由
派
の
信
川
を
傷
け
た
事
ぞ
一
因
と
し
，
随
に
曰
く
、
「
獅
塊
同
盟
は
〈
。
フ
メ
プ
ル
ク
家
と
ホ
オ
ヘ
ン

ッ
オ
レ
ル
ン
家
川
の
古
き
闘
争
在
維
ら
せ
る
。
同
時
に
獅
帝
剛
は
猫
逸
族
仕
喚
阿
恢
に
封
す
る
請
求
樅
及
び
塊
幽
内
狐
迦
族
保
護
椎

を
放
莱
す
る
。
塊
帝
は
図
内
で
凋
逃
族
市
民
階
級
の
意
に
反
す
わ
統
流
を
な
す
の
フ
リ
ィ
・
ハ
ン
ド
筵
得
る
」
と
。
桃
排
一
パ
｜
フ

ァ
は
非
獅
逸
族
の
興
起
と
測
塊
側
盟
薙
猫
逸
族
失
勢
の
脈
因
と
し
，
「
獅
喚
脚
叩
皿
が
締
結
さ
れ
た
と
時
を
岡
じ
う
し
て
塊
図
に
於
け

る
狐
逸
族
の
珊
位
は
、
水
久
的
に
没
へ
さ
れ
た
」
と
て
、
此
の
川
州
が
釜
喚
甸
凹
を
守
る
が
故
に
、
澗
逸
族
は
塊
政
府
に
反
抗
す
る
事

ピ
ス
マ
ル
ク
と
填
何
岡
内
の
獅
逸
族
六
一



）

史
家
シ
ュ
ス
ラ
ァ
は
此
の
原
因
を
填
旬
剛
内
の
諸
民
族
の
政
治
的
經
濟
的
川
禽
的
文
化
的
の
發
展
に
求
め
、
殊
に
チ
ェ
ッ
ク
急
進

岡
比
主
義
の
發
展
、
及
び
獅
逃
族
の
分
裂
を
畢
げ
，
此
の
猫
迎
族
の
分
裂
は
更
に
大
市
民
階
級
に
對
し
て
小
市
民
階
級
、
避
民
鍔
働

考
等
の
政
治
的
覺
醒
と
之
に
作
ふ
念
進
的
猫
逸
族
國
民
主
義
の
興
起
に
因
る
と
な
し
て
居
る
。
誰
廿
五
か
く
の
如
く
獅
迎
の
分
裂

を
以
て
原
因
と
す
る
も
の
は
術
ほ
此
の
外
に
も
右
名
な
る
史
家
フ
リ
イ
ド
ュ
ン
グ
及
び
上
記
「
喚
國
の
現
在
と
近
き
將
來
」
の
著
者

が
あ
る
が
，
前
者
は
一
八
六
六
年
塊
國
が
猫
聯
邦
よ
り
手
を
引
き
更
に
伊
及
び
甸
國
に
於
け
る
覇
椛
を
も
失
っ
た
の
で
猫
逸
族
の
↑
覗

野
が
狭
ま
り
、
韮
あ
結
果
彼
等
の
分
裂
を
導
い
た
と
な
す
も
の
で
あ
り
、
註
廿
六
後
者
は
猫
逸
族
の
分
裂
と
並
ん
で
猫
逸
族
が
塊

の
東
方
政
策
に
反
對
し
た
事
を
も
失
勢
の
一
因
と
す
る
。
誰
廿
七

ビ
ス
可
ル
ク
と
填
何
剛
内
の
柵
逸
族
六
二

と
な
り
、
填
政
府
に
從
へ
ぱ
自
己
の
立
場
を
益
々
失
ふ
難
と
な
る
と
云
ふ
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
も
の
と
述
鍔
へ
て
居
る
ｏ
誰
廿
二
か

上
る
意
見
は
史
家
固
め
呂
冒
自
昌
に
も
見
え
る
。
彼
は
猫
塊
同
肌
、
チ
ェ
ッ
ク
の
勃
興
、
獅
逃
族
の
政
策
拙
劣
、
純
濟
的
肺
會
的
愛

化
二
八
七
三
年
大
恐
流
、
反
猫
太
主
義
）
排
の
諦
原
閃
を
華
げ
て
居
る
。
誰
廿
三

（
二
）
獅
塊
分
離
一
般
を
原
因
と
な
す
も
の

獅
逸
と
塊
剛
と
が
分
離
し
、
填
國
が
猫
逸
に
對
し
て
有
し
た
勢
力
が
減
少
す
る
に
伴
っ
て
、
塊
政
府
は
自
剛
存
立
の
韮
礎
を
非
澗

逸
族
の
上
に
建
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
此
の
傾
向
は
既
に
一
八
川
八
年
以
來
現
は
墾
全
ハ
年
、
七
一
年
以
後
益
々
然
り
と
な
す
も

の
で
、
吾
人
は
此
の
極
の
意
見
を
ナ
ァ
ベ
ル
ト
、
誰
廿
凹
及
び
民
族
心
理
學
若
・
杯
畢
者
傍
弓
農
甸
冒
一
展
の
蒋
番
園
皀
三
＄

誘
曽
ｇ
］
垣
壱
の
号
配
意
畠
〕
雷
の
昌
○
息
』
豆
に
見
る
。

（
三
）
其
の
他、
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I

f
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次
に
獅
逸
族
の
政
治
的
無
能
を
蕊
げ
て
居
る
古
の
に
維
納
犬
學
教
授
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
テ
ッ
ナ
ア
毎
の
り
、
詮
え
叉
、
ピ
ス

マ
ル
ク
が
あ
る
。
ピ
ス
マ
ル
ク
は
政
治
的
諾
可
能
性
に
對
す
る
眼
の
無
い
事
こ
そ
、
彼
等
猫
逵
族
が
從
來
有
し
て
居
っ
た
指
導
力
や

王
朝
と
の
接
燗
を
失
ふ
に
至
っ
た
腺
囚
で
あ
る
と
共
の
回
想
録
第
二
巻
第
什
九
章
に
論
じ
て
居
る
。

以
上
填
甸
図
内
の
潤
逸
族
衰
勢
の
原
因
に
就
い
て
私
の
現
在
ま
で
蒐
集
し
得
た
る
限
り
の
諦
説
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
自

身
と
し
て
は
こ
れ
匹
一
ろ
の
主
要
陳
因
を
認
め
度
い
。
即
ち
（
ィ
）
澗
填
關
係
，
殊
に
珊
塊
同
盟
，
（
ロ
）
チ
ェ
ッ
ク
勃
興
、
（
ハ
）
猟
逸

族
の
分
裂
及
び
無
能
、
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
本
稲
に
於
て
は
此
の
原
困
全
般
を
記
述
す
る
事
は
目
的
で
無
い
の
で
、
鼓
に
は

（
イ
）
の
み
を
硝
里
詳
述
し
、
他
は
簡
躍
に
附
言
す
る
に
溜
め
度
い
。

族
の
分
裂
及
び
無
能
、
こ
れ
で
あ
る
（
イ
）
の
み
を
稲
且
詳
述
し
、
他
は
怖

（
イ
凋
喚
關
係
、
殊
に
凋
塊
同
盟

一
八
七
九
年
同
盟
締
結
後
外
柑
ア
ン
ド
ラ
ッ
シ
イ
は
塊
帝
に
、
「
今
や
陛
下
の
御
爾
に
東
方
へ
の
門
戸
は
川
か
れ
た
り
」
と
言
上
し

た
と
仲
へ
ら
れ
る
。
誰
廿
九
此
の
東
方
進
出
は
勢
ひ
園
内
で
親
ス
｜
フ
ヴ
・
親
マ
ヂ
ャ
ア
ル
・
反
獅
逸
族
的
政
策
を
採
る
事
を
有
利

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
澗
填
岡
盟
が
か
く
の
如
き
政
策
を
探
る
事
を
塊
國
に
殆
ど
奨
勵
す
る
の
傾
向
あ
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
上

述
の
講
説
の
大
多
数
の
認
む
る
所
で
，
こ
れ
が
猫
逸
族
に
對
す
る
政
府
の
砿
辿
と
な
り
、
延
い
て
其
の
衰
勢
の
重
大
原
因
を
な
し
て

届
る
事
は
明
か
で
め
る
。
然
し
乍
ら
私
は
か
の
一
部
の
諭
若
の
如
く
に
、
か
上
る
政
府
の
政
策
が
一
八
七
九
年
忽
然
と
し
て
生
起
し

來
つ
た
か
の
如
く
に
見
る
事
に
對
Ｌ
て
は
之
を
支
持
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
ナ
ァ
￥
ヘ
ル
ト
及
び
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ィ
ェ

と
共
に
、
か
上
る
傾
向
が
既
に
以
前
よ
り
存
せ
る
も
の
で
，
同
盟
は
単
に
此
の
政
府
の
反
潤
逸
族
政
策
を
更
に
助
長
し
た
に
過
ぎ
な

と
共
に
、
か
上
る
傾
向
鐸

い
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

ピ
ス
マ
ル
ケ

Ｌ
」
填
何
幽
内
の
猫
迦
族

｛
〈
三
一

唱

●
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ビ
ス
マ
ル
〃
と
塊
何
閥
・
内
の
獅
迩
族
六
四

即
ち
、
一
八
五
九
年
喚
幽
が
マ
ジ
ェ
ン
ダ
、
ソ
ル
フ
エ
リ
ノ
の
二
役
に
於
て
サ
ル
ヂ
ニ
ァ
・
フ
ラ
ン
ス
聯
合
躯
に
大
敗
す
↑
・
に
及

び
、
同
年
の
シ
ラ
ァ
祀
祭
を
機
と
し
て
塊
剛
内
猫
逸
族
の
卿
民
主
義
的
嫉
愉
は
朧
ん
に
燃
え
上
り
、
此
の
後
罠
一
旨
隠
．
及
び
畢
生
が

國
民
主
義
運
動
を
リ
ィ
ド
し
、
殊
に
一
八
六
一
年
目
昌
弓
鼠
巨
の
設
立
以
来
ト
ウ
ル
ナ
ァ
通
勤
の
形
に
於
て
此
の
猫
迦
族
通
勤
は

大
い
に
喚
営
局
の
祁
經
を
尖
ら
せ
る
に
至
っ
た
。
即
ち
此
の
協
會
は
一
八
六
○
年
猫
逃
亨
オ
ク
に
於
け
る
男
一
幅
ロ
魚
璽
に
参
加
し

た
喚
図
人
が
こ
れ
に
刺
戦
さ
れ
て
上
。
下
塊
太
利
、
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
ｂ
ボ
ヘ
ミ
ャ
、
雪
フ
ヴ
イ
ア
鰯
即
ち
所
綱
「
獅
逸
の
端
か
ら
端

ま
で
」
の
ト
ウ
ル
ナ
ア
を
糾
合
し
各
地
に
夫
交
ト
ゥ
ル
ン
・
フ
ェ
ル
ァ
ィ
ン
を
進
設
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
明
か
に
雌
な
ら
柵
育
協

會
に
は
非
歩
し
て
、
澗
逸
統
一
な
る
政
淌
的
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
震
維
納
に
於
け
る
鉱
一
慨
育
協
質
冒
与
昌
廟
。
ご

建
設
）
の
如
き
は
一
八
六
三
年
に
於
て
、
か
の
一
八
五
九
年
以
來
の
。
コ
オ
タ
の
渦
逸
図
民
協
愈
に
参
加
し
‐
塊
國
内
異
民
族
を
除
外

せ
る
純
然
た
る
猫
逵
図
民
國
家
を
作
ら
ん
と
す
る
現
状
打
破
的
通
勤
と
な
っ
て
來
て
鵬
る
Ｊ
註
吋
更
に
一
八
六
六
年
神
塊
戦
役
の

結
果
、
填
幽
は
愈
曳
猫
逸
聯
邦
と
絶
総
す
る
に
及
ん
で
、
常
時
の
填
國
汁
相
ポ
イ
ス
ト
は
塊
図
畢
生
圏
の
獅
逵
族
的
通
勤
に
對
し
て

は
勿
論
，
オ
ッ
ト
オ
カ
ァ
ル
・
ロ
オ
レ
ン
ッ
、
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
。
シ
エ
ラ
ア
の
如
き
教
授
連
に
對
し
て
も
干
渉
の
手
を
加
へ
た
。
一

八
七
○
年
五
月
に
至
っ
て
は
政
府
は
喚
剛
杢
朏
的
立
場
か
ら
，
園
内
稠
逸
族
の
感
附
が
塊
図
を
分
裂
せ
し
め
は
し
な
い
か
と
大
い
に

恐
れ
た
と
仲
へ
ら
れ
る
。
註
冊
一
さ
て
猫
佛
戦
争
が
勃
發
す
る
や
埋
蜘
内
の
獅
逵
族
は
澗
軍
戦
傷
春
に
對
し
て
能
ふ
限
り
の
援
助

花
與
へ
‐
殊
に
も
臂
冒
目
色
》
豊
島
迄
○
号
唇
と
云
ふ
様
な
諸
畢
生
剛
艘
は
熱
烈
左
親
渦
的
言
論
を
發
し
て
居
る
ｏ
誰
幽
一
さ
れ
ば

同
じ
く
一
八
七
○
年
に
於
て
ポ
イ
ス
ト
は
喚
帝
に
對
し
て
、
普
國
の
隆
盛
が
綱
の
塊
の
剛
威
を
失
墜
せ
し
む
る
に
爵
ま
ら
す
、
更
に

國
内
の
猫
逸
族
に
對
し
て
及
ぼ
す
べ
き
影
響
が
極
め
て
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
進
言
し
た
と
云
は
れ
て
居
る
Ｊ
誰
世
二
潤
平
の

q

A

一



＝

勝
利
が
決
定
す
る
や
、
戦
勝
耐
黄
會
の
企
て
唯
度
々
起
っ
た
が
、
填
國
政
府
は
樅
に
こ
れ
を
禁
じ
、
叉
、
か
上
る
傾
向
の
協
會
及
び

機
關
新
聞
に
對
し
て
弾
睡
を
加
へ
て
居
る
。
例
へ
ぱ
一
八
七
一
年
に
維
納
で
建
設
さ
れ
た
畢
生
囲
総
胃
韓
。
ざ
国
民
（
一
角
号
二
蔓
肩
口

嬰
邑
の
具
曽
（
獅
逃
畢
生
誼
升
會
）
の
如
き
は
、
「
本
禽
は
維
納
大
學
の
澗
迎
的
性
斑
を
如
何
な
る
機
會
に
於
て
も
確
保
し
擁
誰
す
る

を
以
て
目
的
と
す
」
と
云
ふ
規
定
を
営
局
に
依
っ
て
削
除
さ
れ
て
居
る
。
因
み
に
此
の
協
會
は
後
に
維
納
の
學
生
剛
柵
の
川
で
勢
力

を
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。
註
廿
川
又
、
一
八
七
一
年
十
月
ガ
ス
タ
ィ
ン
で
澗
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ー
仙
が
「
塊
剛
内
の
猫
逸
族
が
猟

足
に
感
ず
る
と
云
ふ
事
柄
ぼ
ど
‐
余
が
望
ま
し
い
と
希
ひ
、
叉
希
は
ざ
る
を
得
な
い
事
は
無
い
」
と
云
ひ
、
塊
図
の
内
で
柵
逸
族
の

住
せ
る
諸
州
の
州
會
が
解
散
し
た
の
を
聞
い
て
「
我
交
獅
逸
人
の
や
り
方
は
あ
の
際
ど
う
も
拙
か
っ
た
」
と
述
べ
た
事
が
、
ポ
ィ
ス

ト
を
し
て
澗
帝
園
の
填
國
内
政
に
干
渉
す
る
事
を
恐
れ
さ
せ
た
事
変
も
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
。
誰
叶
玉
一
八
七
三
年
に
は

猫
逸
族
が
獅
逸
帝
剛
建
設
祀
賀
の
大
記
念
祭
を
催
す
計
謡
を
立
て
た
が
こ
れ
亦
政
府
の
禁
ず
る
所
と
な
っ
た
。
一
八
七
五
年
喚
幽
内

の
獅
逸
族
で
あ
る
自
然
科
畢
者
や
鰐
師
の
集
介
が
獅
逃
凹
雄
を
川
ひ
た
と
云
ふ
の
で
塊
帝
の
不
興
海
蒙
つ
た
聯
疫
も
あ
る
。

（
ロ
）
チ
ェ
ッ
ク
勃
興

十
九
惟
紀
廿
年
代
以
来
，
西
欧
國
民
主
義
の
潮
流
は
漸
く
チ
ェ
ッ
ク
族
の
文
化
及
び
言
語
に
對
す
る
自
兇
を
生
じ
冒
胃
○
量
ざ

写
言
揖
冒
昌
二
等
の
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
的
思
想
は
次
第
に
チ
ェ
ッ
ク
族
間
に
根
を
下
し
て
行
っ
た
。
誰
叶
六
其
の
後
立
恋
制
度
、
澗
逸

族
の
影
響
．
商
工
業
の
振
興
、
教
育
普
及
等
に
依
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
族
の
州
に
図
民
的
中
産
階
級
が
次
第
に
起
っ
て
來
た
。
大
學
は
術

ほ
澗
逃
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
生
出
す
學
者
官
吏
法
律
家
は
依
然
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
族
た
る
を
失
は
な
か
っ
た
。
此
の
人
盈
が
農

民
や
職
工
に
國
民
主
義
的
思
想
を
鼓
吹
し
た
。

ビ
ス
一
、
ル
ク
と
塊
何
閣
内
の
凋
逸
族
六
五

{
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（
ｃ
、
渦
逸
族
の
分
裂
及
び
無
能

一
八
六
六
年
後
填
旬
國
内
の
猫
逸
族
は
・
獅
逸
族
猫
自
の
利
害
を
第
二
義
と
し
て
填
甸
剛
維
持
の
爲
め
に
他
の
民
族
と
も
提
携
す

ぺ
し
と
な
す
人
荏
と
，
こ
れ
と
反
對
に
、
凋
逸
帝
幽
と
の
分
離
は
単
に
一
時
的
の
も
の
で
、
他
日
獅
逸
族
は
渦
逸
帝
國
と
結
ぶ
ぺ
し

と
す
る
人
糞
と
に
分
れ
、
此
の
二
流
は
激
し
く
争
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
誰
川
十
前
新
中
の
典
型
的
な
も
の
は
猫
逸
族
保
守
蕊

目
①
己
の
屋
訪
。
房
。
畠
胃
言
牙
の
旨
で
あ
り
、
教
命
主
義
で
あ
っ
て
國
民
的
利
害
に
無
關
心
で
あ
る
。
誰
川
十
一
後
若
中
の
典
型
的
な

る
も
の
は
一
八
八
二
年
の
有
名
な
る
リ
ン
ッ
綱
傾
国
己
箇
の
尾
犀
侭
冒
冒
冒
の
意
味
を
支
持
す
る
一
流
で
，
猫
塊
同
盟
を
以
て
術
ほ
不

充
分
と
す
る
も
の
で
，
其
の
代
表
的
人
物
は
澗
逸
族
學
生
囲
の
州
に
未
紳
有
の
人
氣
な
集
め
た
呼
冨
巨
の
曙
胃
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は

一
八
七
三
年
以
來
政
界
に
入
っ
た
も
の
で
，
七
六
年
十
二
月
に
は
猫
逃
と
の
再
結
合
即
ち
内
的
同
盟
な
る
も
の
こ
そ
我
が
目
的
と
す

る
所
で
あ
る
と
宣
言
し
、
七
八
年
十
二
月
に
は
「
吾
人
ま
こ
と
に
猫
逸
帝
國
の
一
員
と
な
ら
ば
」
の
語
を
出
し
て
有
名
で
あ
る
。
註

●
ｕ
堀

ゴ
ノ
ｘ

な
い
。

ピ
ス
マ
ル
〃
と
塊
何
國
内
の
猫
逸
族
六
六

し
か
も
こ
れ
等
の
農
比
は
殆
ど
小
作
叉
は
日
附
ひ
で
あ
っ
た
の
で
、
繊
近
の
開
通
、
都
市
隆
雄
時
代
の
到
来
と
共
に
彼
等
は
綾
盈
と

し
て
都
市
に
集
中
し
γ
ポ
ヘ
ミ
ャ
エ
業
地
帯
に
於
け
る
獅
逸
族
職
工
は
、
生
活
程
度
低
く
労
僑
低
販
な
る
チ
ェ
ッ
ク
族
に
唾
迫
さ
れ

て
行
く
の
で
あ
る
。
か
く
て
柵
塊
同
盟
締
結
後
、
從
來
の
チ
ェ
ッ
ク
保
守
熊
が
愛
族
を
代
表
し
て
澗
逸
族
に
對
し
て
は
淌
極
的
抵
抗

主
義
を
探
っ
た
の
に
一
脈
ら
歩
し
て
、
急
進
民
主
。
剛
民
主
錠
を
旧
へ
る
背
年
チ
ェ
ッ
ク
鐘
の
進
出
を
見
る
に
至
り
、
誰
州
七
こ
れ

が
更
に
チ
ェ
ッ
ク
保
守
鑓
を
も
刺
戟
し
て
汎
ス
｜
フ
ヴ
主
綻
的
に
親
縢
的
に
反
猫
塊
同
盟
的
に
尖
鈍
化
し
て
行
く
の
で
あ
っ
て
、
註
叶

九
狐
逸
族
は
經
濟
的
に
政
論
的
に
益
星
座
辿
き
れ
て
行
つ
た
も
の
て
．
こ
れ
亦
澗
逸
族
失
勢
の
一
大
原
因
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら

。
｛
》



句

P

円
土
一
此
の
シ
エ
エ
ネ
ラ
ア
ほ
ど
極
端
で
な
く
と
も
喚
國
内
猫
逃
族
通
勤
の
人
交
が
一
般
に
韮
・
ヘ
ニ
州
占
慨
に
反
對
し
た
事
は

王
朝
内
で
の
人
氣
を
落
す
事
逃
し
く
、
こ
れ
が
一
層
政
府
の
反
獅
逸
族
的
傾
向
今
ぞ
弧
か
ら
し
め
た
事
は
疑
へ
な
い
。
《
ハ
ウ
ェ
ル
は
日

く
「
澗
逸
族
自
由
瀧
は
ボ
ス
’
一
ア
占
価
に
反
對
す
る
。
皇
帝
は
同
瀧
か
ら
離
れ
る
」
と
。
註
四
十
二
一
「
填
幽
の
現
在
と
近
き
将
来
」

の
薪
若
も
亦
此
の
澗
逸
族
の
對
外
政
策
對
錐
誰
不
愛
明
と
し
，
こ
れ
が
其
の
珊
椛
喪
失
に
大
い
に
影
響
し
た
事
冴
認
め
て
隅
る
・
註

四
十
凶
叉
、
渦
逸
族
自
山
蹴
が
除
り
に
、
負
が
強
く
、
他
派
殊
に
チ
ェ
ッ
ク
中
康
階
級
の
自
由
蕪
と
受
協
す
る
期
を
し
な
か
っ
た

事
等
も
共
の
衰
へ
る
一
因
で
あ
ら
う
。
註
四
十
五

以
上
私
は
獅
填
同
盟
と
猟
逃
族
衰
微
と
の
開
係
李
毎
老
へ
て
、
該
同
盟
の
み
が
此
の
衰
微
の
脈
因
と
は
な
し
得
、
な
い
が
、
並
あ
同
盟

が
政
府
の
反
澗
逸
政
錐
を
獄
認
、
否
む
し
ろ
奨
肋
す
る
様
な
意
味
に
於
て
働
い
た
蔀
は
事
変
で
あ
る
と
云
ふ
結
論
に
到
逹
し
た
識
で

あ
る
。
か
ｋ
ろ
結
果
を
猫
塊
同
盟
が
持
つ
事
を
ピ
ス
マ
ル
ク
が
豫
恕
し
た
か
ど
う
か
、
叉
か
上
る
成
行
を
彼
が
ど
う
感
じ
た
か
，
吾

人
は
こ
れ
等
の
疑
問
に
答
ふ
べ
き
史
料
を
兄
川
さ
な
い
が
，
澗
塊
岡
盟
の
韮
礎
と
し
て
剛
民
主
義
的
要
素
を
認
め
つ
Ｌ
之
な
利
川
し

て
行
か
フ
と
し
た
ピ
ス
マ
ル
ク
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
塊
蜘
内
猫
逃
族
の
過
匪
の
衰
微
は
好
ま
ず
と
し
て
も
、
或
る
稗
度
ま
で
の
勢
力

失
墜
は
寧
ろ
好
都
合
で
あ
る
と
老
へ
た
で
あ
ら
う
。

註
十
四
の
．
詞
ｇ
ｏ
善
》
国
切
ｇ
ご
烏
○
胃
昌
日
⑦
岳
鴎
Ｉ
ｇ
昌
一
》
・
房
．

誰
十
五
９
日
冒
信
の
昌
巳
①
旨
国
い
き
ぎ
さ
〕
・
潤
国
・
｝
９
号
・
》
ご
冒
・
二
）
．
邑
岸
．

誰
十
五
９
日
冒
信
の
】
”

誰
十
六
号
○
号
》
ご
匙
・
）

註
十
七
国
．
両
胃
貝
産
三

弓
．
両
胃
』
烏
昌
二
．
己
の
言
普
匡
昌
巳
岸
巳
骨

も

ピ
ス
マ
ル
ク
と
喚
御
岡
内
の
猟
迦
族

己
．
垣
の

巳
の
弓
⑦
与
晨
房
尉
莨
ｌ
ご
摩
．
臣
自
皇
幹
単
司

六
七
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ヴ

､

か
く
て
ピ
ス
マ
ル
ク
は
國
民
主
義
的
要
素
を
猫
塊
同
盟
の
背
鍬
と
し
て
利
用
し
乍
ら
決
し
て
此
の
要
素
に
引
き
。
つ
ら
れ
る
事
無
か

●

ら
ん
と
期
し
て
、
佛
以
外
の
殆
ん
ど
全
欧
洲
列
弧
を
其
の
呵
蝿
剛
叉
は
亥
好
關
係
國
と
し
た
の
で
あ
る
ｏ
果
し
て
彼
の
在
任
中
は
大
艘

獅
塊
開
係
は
不
削
不
離
即
ち
ピ
ス
マ
ル
ク
の
理
想
通
り
に
進
ん
だ
と
言
へ
る
。
然
し
一
八
七
八
年
伯
林
會
誌
に
於
て
彼
が
「
猫
逸
帝

図
の
利
審
は
塊
甸
閲
の
現
状
維
持
と
何
回
の
保
謹
と
今
ぞ
要
求
す
る
、
余
は
脅
威
的
な
一
切
の
可
能
性
に
拮
抗
し
て
同
図
李
や
支
持
す
る

の
充
分
な
る
決
意
を
有
一
噂
る
」
と
宣
言
し
て
以
來
、
註
四
土
〈
彼
の
必
死
的
朧
阿
牽
制
策
に
も
拘
ら
ず
露
國
内
の
反
猫
的
氣
分
は

商
ま
る
一
方
で
あ
る
。
な
る
程
彼
は
再
保
證
條
約
で
嫌
帝
を
親
猫
方
針
に
引
鋤
剛
め
得
た
が
、
佛
の
親
露
政
策
は
次
第
に
成
功
率
を
高

め
つ
Ｌ
あ
る
。
露
の
カ
ト
コ
フ
は
一
八
八
七
年
五
月
一
友
人
に
宛
て
た
書
簡
中
に
，
佛
の
自
由
、
王
義
的
革
命
的
価
向
が
佛
露
同
盟
を

困
難
と
す
る
所
以
を
述
べ
つ
上
も
「
然
し
露
幽
が
獅
塊
か
ら
脅
威
さ
れ
て
居
る
今
日
，
佛
と
の
同
盟
は
不
愉
快
に
し
る
巳
む
ぞ
得
ぬ

必
然
で
あ
る
」
と
記
し
た
と
傳
へ
ら
れ
る
。
誰
四
十
七

し
か
も
ピ
ス
ー
、
ル
ク
は
遂
に
一
八
九
○
年
を
以
て
退
職
し
、
再
保
證
條
約
は
同
年
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
一
正
に
依
っ
て
更
新
さ
れ
る
許

り
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
猫
逸
外
務
行
の
謎
の
勢
力
家
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
，
「
渦
露
の
秘
需
再
保
證
條
約
が
維
納
に
知
る
れ
ぱ
塊
國

の
不
快
を
招
く
べ
く
、
叉
露
が
斑
際
に
再
び
君
府
に
攻
め
寄
す
れ
ば
露
塊
の
い
づ
れ
に
く
み
す
る
か
に
迷
ふ
で
あ
ら
う
。
不
碓
蛮
な

二
つ
の
同
盟
を
持
つ
の
は
確
涯
な
一
つ
の
同
盟
を
持
つ
に
若
か
歩
」
と
主
張
し
、
此
の
説
容
れ
ら
れ
て
此
の
更
新
は
断
念
さ
れ
‐
露

佛
同
盟
は
愈
巽
交
渉
の
道
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
っ
た
。
他
方
一
八
九
一
年
の
猫
塊
通
商
條
約
は
猫
側
の
大
譲
歩
に
依
っ
て
締
結
さ

ピ
ス
マ
ル
グ
と
塊
何
脚
内
の
猫
迩
族

四
ピ
ス
マ
ル
ク
の
退
職

＝
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れ
る
。
ピ
ス
マ
ル
ク
は
辻
〈
の
皿
想
鋒
鉱
一
一
黍
第
一
千
章
で
、
塊
図
の
農
業
は
主
に
非
凋
逸
族
の
手
中
に
め
っ
て
猫
逃
族
は
工
業
を
主

と
し
て
居
る
か
ら
此
の
條
約
締
結
に
方
っ
て
の
猫
逸
の
な
し
た
譲
歩
に
依
っ
て
利
す
る
も
の
は
猫
逸
族
で
は
無
い
と
論
じ
て
、
一
面

で
は
澗
塊
同
盟
の
精
川
哨
珊
逸
族
擁
識
に
あ
る
か
の
如
き
口
吟
を
な
し
，
し
か
も
他
面
で
は
渦
逸
が
填
國
の
特
殊
利
害
に
引
き
づ
ら

れ
て
行
く
危
険
を
戒
め
一
Ｌ
居
る
。
註
四
十
八

か
く
の
如
く
ビ
ス
一
、
ル
ク
が
他
く
迄
も
古
き
二
重
主
韮
の
傳
統
の
下
に
又
蛙
ら
深
き
外
交
的
達
見
の
下
に
塊
図
と
の
不
即
不
離

的
要
訣
を
凋
逸
祗
會
に
向
っ
て
絶
叫
し
つ
上
あ
る
時
に
、
獅
逃
は
漸
次
に
親
填
的
氣
分
に
入
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
回
想
録
同

所
に
於
て
述
べ
て
居
る
様
に
、
術
時
獅
逸
諸
新
聞
は
政
論
的
同
盟
が
當
然
柵
塊
の
經
濟
的
融
合
を
締
結
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
つ
上

あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
一
八
八
八
年
二
月
二
一
日
ピ
ス
マ
ル
ク
は
猫
填
同
盟
の
内
容
を
新
川
紙
上
に
公
表
し
て
居
る
。
（
同
盟
の
存
在

は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
居
た
註
川
十
九
」
他
方
に
於
て
既
に
古
く
か
ら
獅
逸
に
存
し
て
居
っ
た
、
か
の
り
ス
ト
の
中
幟
大
聯
合
思
想

の
傅
統
を
汲
ん
だ
、
汎
ゲ
ル
マ
ニ
ズ
ム
曲
一
夏
叩
は
、
此
の
頃
に
至
っ
て
漸
く
時
代
の
大
勢
た
る
世
界
政
策
的
風
潮
と
合
流
し
て
勢
力

の
塒
大
将
し
い
も
の
が
あ
る
。
誰
五
十
か
く
《
ろ
傾
向
は
塊
図
内
の
猫
逸
族
通
勤
者
と
結
ん
で
一
八
九
川
年
猫
帝
を
盟
主
と
し
て
全

澗
逸
何
ｍ
皿
な
る
も
の
を
成
立
せ
し
め
て
鵬
ろ
Ｊ
し
か
も
亦
か
う
し
た
澗
塊
開
係
の
剛
氏
主
義
化
的
一
面
の
裡
に
、
洲
逃
外
交
は
依
然
と

”

し
て
親
露
政
策
に
も
亦
努
力
し
つ
型
あ
る
。
一
八
九
五
年
の
我
國
に
對
す
る
二
画
干
渉
は
其
の
一
例
で
あ
る
。
然
し
か
、
坐
る
猫
逸
の
政

策
は
既
に
英
國
の
洞
察
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
同
年
ソ
オ
ル
ス
ベ
リ
ィ
の
ト
ル
コ
分
割
提
案
は
英
図
の
体
統
的
な
海
峡
政
莱
の
愛
史

即
ち
英
露
愛
協
の
可
能
を
示
し
、
英
の
フ
リ
イ
。
ハ
ン
ド
を
澗
逃
政
府
に
誇
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
渦
逸
は
徒
ら
に
英
露
塑
二
國

間
に
坊
催
し
て
遂
に
世
期
縛
換
期
（
一
八
九
八
’
’
一
九
○
一
年
）
に
於
け
る
英
國
側
よ
り
の
諒
解
交
渉
に
も
雌
ぜ
ず
、
か
く
て
金

ピ
ス
マ
ル
ク
と
填
何
側
内
の
猫
逸
族
七
一

1

l
｣
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ピ
ス
マ
ル
ク
Ｌ
填
何
側
内
の
獅
逸
族
七
一
一

ｚ
孤
立
の
淵
に
沈
み
ｂ
結
局
喚
剛
の
援
助
を
求
む
る
事
益
里
切
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
壯
態
に
立
至
い
つ
上
あ
っ
た
。

然
ら
ば
填
旬
二
元
図
の
動
向
は
如
何
。
一
八
六
○
年
以
来
塊
閏
が
從
來
の
獅
逸
政
錐
及
び
伊
太
利
政
策
を
腰
し
て
専
ら
今
ハ
ル
カ
ン

政
策
に
向
っ
た
事
は
、
主
と
し
て
甸
牙
利
の
力
に
依
る
も
の
で
、
既
に
一
八
七
○
年
の
中
立
も
ハ
ン
ガ
リ
首
扣
ア
ン
ド
ラ
ッ
シ
イ
伯

に
負
ふ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
誰
五
十
一
殊
に
外
交
は
塊
旬
附
幽
の
共
同
識
會
の
手
中
に
あ
り
、
し
か
も
塊
は
獅
逃
族
對
チ
ェ
ッ
ク

族
の
言
語
間
纈
教
行
問
題
上
の
紛
争
で
他
を
刷
る
の
餘
裕
無
く
、
塊
旬
幽
の
誕
樅
は
何
牙
利
の
手
に
蹄
す
る
形
勢
に
あ
る
“
テ
ッ
ナ

ァ
は
曰
く
．
八
六
七
年
旬
牙
利
の
國
家
的
性
愛
承
認
以
来
（
中
略
）
未
だ
緋
て
塊
・
旬
図
は
存
せ
赤
し
て
、
唯
常
に
旬
・
填
幽
の
み
存

す
る
か
の
如
き
形
勢
》
ぞ
以
て
今
日
に
至
っ
た
」
と
。
註
五
士
一
加
ふ
ろ
に
澗
逃
族
は
桁
も
す
れ
ば
獅
逸
族
本
位
を
主
張
し
、
東
方

政
策
に
反
對
し
、
急
進
分
子
は
猫
逸
帝
國
と
結
ば
ん
事
を
公
然
宣
言
す
る
等
、
塊
王
朝
の
意
に
反
す
る
事
の
み
多
く
、
王
朝
と
し
て

ば
一
層
甸
牙
利
ｒ
耐
か
ざ
る
を
得
歩
、
叉
岡
内
示
威
、
及
び
剛
民
の
注
意
韓
換
、
岡
諭
統
一
の
必
要
上
か
ら
仏
勢
ひ
東
方
政
策
に
熱

中
雑
ざ
ら
を
得
な
い
。
か
上
る
塊
凹
の
政
策
は
鐡
然
セ
ル
ピ
ァ
と
術
突
し
延
い
て
露
の
南
下
政
策
と
相
容
れ
歩
、
弦
に
塊
國
は
其
の

内
心
恐
る
上
獅
逸
帝
國
の
援
助
を
誌
は
ざ
る
を
総
な
い
。
猫
逸
帝
國
の
按
助
を
求
め
る
に
は
勢
ひ
猫
塊
同
盟
の
國
民
主
義
的
色
彩
を

弧
訓
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
塊
帝
フ
ラ
ン
ッ
・
ヨ
オ
ゼ
ブ
が
竹
て
「
余
は
な
る
程
何
よ
り
も
先
づ
塊
太
利
的
蔵
る
も
、
然
し
之
と

並
ぴ
て
決
定
的
に
澗
逸
的
に
し
て
、
猫
逸
帝
凹
と
の
蚊
も
親
辮
な
る
提
携
ぞ
望
め
る
も
の
な
り
」
と
言
っ
た
と
博
へ
ら
れ
る
の
は
此

の
意
味
Ｆ
』
於
て
興
味
滝
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
〕
誰
五
士
二

か
く
て
猫
塊
の
晒
國
は
彼
等
が
猫
逃
比
族
で
あ
る
と
云
ふ
戦
に
於
て
、
殊
に
塊
逃
悶
内
の
猫
逃
族
と
云
ふ
奇
妙
な
る
存
在
に
依
っ

て
、
一
方
で
は
和
互
に
信
蚊
す
る
の
傾
向
と
他
方
で
は
相
互
に
敬
逹
す
る
の
傾
向
と
》
罐
併
ぜ
右
・
ず
ろ
有
様
で
あ
っ
て
、
塾
一
言
す
れ
ば

、

’

I

’



稲
填
同
盟
の
國
民
主
義
的
要
素
霊
間
定
せ
ざ
る
を
将
な
い
燕
怖
と
否
定
す
る
の
必
要
と
が
齊
し
く
塊
甸
幽
内
の
凋
逸
族
を
続
っ
て
生

じ
て
來
る
の
で
あ
っ
た
。
か
上
る
剛
図
の
古
き
傳
統
的
な
國
民
主
義
的
な
結
合
關
係
と
反
嬢
關
係
と
は
賦
洲
一
般
外
交
界
の
推
移
と

和
俟
っ
て
而
國
を
し
て
流
疑
と
偏
加
と
の
二
途
の
中
川
に
振
揺
せ
し
め
つ
上
、
而
も
剛
國
を
し
て
次
第
に
相
離
る
べ
か
ら
ざ
る
・
も
の

と
な
し
つ
上
あ
っ
た
。
吾
人
が
一
八
六
六
年
以
來
の
雨
閏
關
係
を
以
て
ネ
オ
ド
ウ
ア
リ
ス
ム
ス
と
も
稀
せ
ん
と
す
る
所
以
の
も
の
蜜

に
こ
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。

註
四
十
六
男
ｇ
冒
冒
』
国
邑
忠
唾
胃
冒
冒
冒
①
亀
睦
冒
昌
唱
の
（
畠
弓
嗣
一
房
）
》
亨
路
騨

註
四
十
七
○
岳
冨
３
房
号
唱
昌
舌
星
印
患
．
・

註
四
十
八
ぐ
号
．
、
ご
・
同
旨
●
旨
・
霊
国
輌
巨
胃
時
あ
自
ら
．

註
四
十
九
○
．
原
島
ｅ
●
曹
麹
●
画
．
○
面
．
損
．
○
の
淫
の
鼠
。
肩
車
の
鴨
旨
一
言
員
あ
．
臼
．

凸

註
五
十
罰
］
冒
・
・
鱒
．
蜜
．
○
・
〕
ｍ
臼
震
ｇ
言
ご
》
号
三
・
』
弓
＆
ｇ
ｌ
単
臣
．
‐

註
五
十
一
呼
言
出
旨
．
》
鰯
．
や
．
。
』
、
農
．
ノ

註
五
十
二
岸
園
巨
の
］
．
』
霞
．
鱒
．
○
あ
自
侭
．

ｇ

註
五
十
三
○
２
国
恩
９
ｍ
の
侭
色
弓
昌
あ
．
鬮
．

ピ
ス
マ
ル
グ
ル
一
塊
何
脚
内
の
蠅
醗
族

‐上
＝




